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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波信号に基づいて観測を行う超音波観測装置であって、
　前記超音波信号に基づいて超音波画像のデータを生成する超音波画像生成部と、
　前記超音波画像内で予め設定される第１の関心領域、及び少なくとも前記第１の関心領
域を包含する複数の第２の関心領域を設定する関心領域設定部と、
　前記第１の関心領域及び複数の前記第２の関心領域の前記超音波信号に応じた基準値を
それぞれ算出する基準値算出部と、
　前記第１の関心領域の前記基準値と前記第２の関心領域の前記基準値とが所定の相関を
有し、かつ前記第２の関心領域が最大となる表示関心領域を設定し、該表示関心領域の硬
さに応じた表示態様を有する弾性画像のデータを生成する弾性画像生成部と、
　を備えることを特徴とする超音波観測装置。
【請求項２】
　前記所定の相関は、前記第１の関心領域の前記基準値と前記第２の関心領域の前記基準
値の比又は差が所定の範囲内にある関係であることを特徴とする請求項１に記載の超音波
観測装置。
【請求項３】
　前記関心領域設定部は、前記超音波画像内の最大の領域を有する前記第２の関心領域か
ら、所定の規則に従って領域の一部を除外して逐次前記第２の関心領域を設定し、
　前記基準値算出部は、前記関心領域設定部が設定した前記第２の関心領域の前記基準値
を逐次算出し、
　前記弾性画像生成部は、前記第１の関心領域の前記基準値と前記第２の関心領域の前記
基準値とを逐次比較し、前記第１の関心領域の前記基準値と前記第２の関心領域の前記基
準値とが所定の相関を有する場合に、その時点の前記第２の関心領域を前記表示関心領域
に設定することを特徴とする請求項１又は２に記載の超音波観測装置。
【請求項４】
　前記関心領域設定部は、前記第１の関心領域に対して、より遠い領域から順に除外して
前記第２の関心領域を設定することを特徴とする請求項３に記載の超音波観測装置。
【請求項５】
　前記関心領域設定部は、前記超音波画像を構成する前記超音波振動子の音線に沿った領
域、及び前記超音波画像を構成する前記超音波振動子の走査方向に沿った領域を順に除外
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して前記第２の関心領域を設定することを特徴とする請求項３又は４に記載の超音波観測
装置。
【請求項６】
　複数の超音波画像を加算平均してなる平均画像を生成するアベレージ指示信号の入力を
受け付けたとき、前記平均画像のデータを生成する平均画像生成部をさらに備え、
　前記関心領域設定部は、前記複数の超音波画像の各超音波画像について、前記第１の関
心領域及び複数の前記第２の関心領域を設定し、
　前記弾性画像生成部は、前記各超音波画像における前記第１の関心領域の前記基準値と
前記各超音波画像における前記第２の関心領域の前記基準値とが前記所定の相関を有し、
かつ前記第２の関心領域が最大となる領域を第３の関心領域に設定し、前記各第３の関心
領域が互いに重複する領域に対応する前記平均画像内の領域を前記表示関心領域に設定す
ることを特徴とする請求項１～５のいずれか１つに記載の超音波観測装置。
【請求項７】
　前記関心領域設定部は、前記第１の関心領域から、所定の規則に従って領域の一部を拡
大して前記第２の関心領域を設定することを特徴とする請求項１に記載の超音波観測装置
。
【請求項８】
　前記所定の相関は、前記第１の関心領域の前記基準値と前記第２の関心領域の前記基準
値との差が所定の範囲内にある関係であり、
　前記弾性画像生成部は、前記第１の関心領域の前記基準値に応じて、前記所定の範囲を
変更することを特徴とする請求項１～７のいずれか１つに記載の超音波観測装置。
【請求項９】
　前記基準値は、前記超音波信号に応じた統計量であることを特徴とする請求項１～８の
いずれか１つに記載の超音波観測装置。
【請求項１０】
　超音波信号に基づいて観測を行う超音波観測装置の作動方法であって、
　関心領域設定部が、前記超音波信号に基づいて生成される超音波画像内で予め設定され
る第１の関心領域、及び少なくとも前記第１の関心領域を包含する複数の第２の関心領域
を設定する関心領域設定ステップと、
　基準値算出部が、前記第１の関心領域及び複数の前記第２の関心領域の前記超音波信号
に応じた基準値をそれぞれ算出する基準値算出ステップと、
　弾性画像生成部が、前記第１の関心領域の前記基準値と前記第２の関心領域の前記基準
値とが所定の相関を有し、かつ前記第２の関心領域が最大となる表示関心領域を設定し、
該表示関心領域の硬さに応じた表示態様を有する弾性画像のデータを生成する弾性画像生
成ステップと、
　を有することを特徴とする超音波観測装置の作動方法。
【請求項１１】
　超音波信号に基づいて観測を行う超音波観測装置に、
　関心領域設定部が、前記超音波信号に基づいて生成される超音波画像内で予め設定され
る第１の関心領域、及び少なくとも前記第１の関心領域を包含する複数の第２の関心領域
を設定する関心領域設定ステップと、
　基準値算出部が、前記第１の関心領域及び複数の前記第２の関心領域の前記超音波信号
に応じた基準値をそれぞれ算出する基準値算出ステップと、
　弾性画像生成部が、前記第１の関心領域の前記基準値と前記第２の関心領域の前記基準
値とが所定の相関を有し、かつ前記第２の関心領域が最大となる表示関心領域を設定し、
該表示関心領域の硬さに応じた表示態様を有する弾性画像のデータを生成する弾性画像生
成ステップと、
　を実行させることを特徴とする超音波観測装置の作動プログラム。
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摘要(译)

超声波观察装置（1）是超声波图像生成部（371），该超声波图像生成
部（371）基于超声波信号和使显示装置（4）显示静止图像的冻结指示
信号而生成超声波图像数据。 在接受的情况下，在超声图像中预设第一
关注区域，以及关注区域设置单元（34），其设置至少包括第一关注区
域的多个第二关注区域，以及 参考值计算单元（36），用于分别计算与
第一ROI和多个第二ROI的超声信号相对应的参考值，以及第一ROI和第
二ROI的参考值 与参考值具有预定相关性的弹性，并设置使第二ROI最
大化的显示ROI，并根据显示ROI的硬度生成具有显示模式的弹性图像数
据。 以及图像生成单元（372）。 因此，在超声波弹性成像中，提供了
一种超声波观察装置，其能够在抑制用户设定的关注区域中对弹性图像
的色调的影响的同时扩大弹性图像的着色区域。
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